
                          表 1 供試体諸元 

 f ’c a/d a d b pt pj 
No.1 27.8 0.25 50 200 300 
No.2 27.8 0.50 100 200 300 
No.3 27.8 0.75 150 200 300 

1.43 
(3D19) 

1.13 
(2D13) 

f ’
c：コンクリートの圧縮強度(N/mm2)，a/d：せん断スパン比，a：せん断スパン

（＝載荷板と支点板の純スパン，mm)，d：有効高さ(mm)，b：梁幅(mm)，pt：引

張鉄筋比(%)，pj：連結鉄筋比(%) 
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１．はじめに 

長大橋の河川内橋脚等に多く用いられるケーソン基礎の頂版（図 1参照）においては，地震時のせん断力の

照査で断面が決定される場合が多い。現行のケーソン頂版のせん断耐力は，単純支持された梁の載荷実験より

導かれた実験式により算定しているが，実際のケーソン頂版は側壁により周面が拘束されている。そこで，本

研究では，支点が拘束された梁の載荷実験を行い，側壁による拘束がケーソン頂版のせん断耐力におよぼす影

響について検討した。 
２．実験概要 

本研究では，ケーソン頂版の単位幅を模擬した梁に 4 点曲げ載荷を行った。載荷状況を図 2に，供試体の諸

元を表 1，および図 3 に示す。供試体のせん断スパン比は，実構造物のせん断スパン比を想定し，0.25～0.75

とした。また，本研究では，側壁による拘束を対象としたため，支点の拘束状態は，実構造物の状況を考慮し

て設定した。実構造物では，ケーソン頂版は側壁張出し部に連結鉄筋により固定されている。そのため，支圧

板の形状，および支圧板に固定した連結鉄筋は実構造物を想定し，支圧板の幅は 75mm とし，無収縮モルタル

で製作した。また，連結鉄筋の総断面積を側壁支持部の面積で除した連結鉄筋比は 1.5%程度とした。 

３．実験結果 

本研究の実験結果を単純梁の実験結果 1)とあわせて表 2に示す。なお，単純梁の供試体のコンクリートの圧

縮強度が，本供試体のコンクリートの圧縮強度と乖離していたため，単純梁の実験結果を圧縮強度の 1/2 乗で

補正した。また，実験より得られたせん断力－変位関係を単純梁の実験結果とともに図 4に示した。図 4より，

剛性は，せん断スパン比が小さいほど大きく，また，支点の拘束があるほど大きくなることがわかる。 

図 3 供試体寸法の例（No.3） 図 2 載荷状況 

図 1 ケーソン基礎 
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表 2 実験結果 

支点拘束梁 単純梁 せん断耐力比
 a/d 

f ’c1 Vmax1 f ’c2 Vmax2 Vmax2’ Vmax1 / Vmax2’ 

No.1 0.25 27.8 640 22.7 491 543 1.18 
No.2 0.50 27.8 436 28.5 377 372 1.17 
No.3 0.75 27.8 349 24.1 302 325 1.08 

Vmax2’：単純梁の実験結果を支点拘束梁のコンクリートの圧縮強度で補正， 2122 ′′×=′ ccmaxmax ffVV  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

また，破壊形態は，通常のせん断スパン比の小さい単純梁と同様，曲げひび割れ発生後，せん断ひび割れが

発生し，その後，支圧板と載荷板の間に形成された圧縮ストラッドによるアーチ作用により荷重増加し，最終

的には圧縮ストラッドの破壊により荷重低下に至った。図 5に壊時のひび割れ性状を示す。図 5より支点が拘

束された梁におけるひび割れ性状は，通常の単純梁の供試体と同様であることがわかる。 

４．支点拘束がせん断耐力におよぼす影響 

せん断耐力とせん断スパン比の関係を図 6に示す。なお，ここに示したせん断耐力は，コンクリートの圧縮

強度を補正した数値である。図 6 より，支点を拘束することによって，せん断耐力が増加することがわかる。

ここで，単純梁と支点拘束した梁の比，つまり，支点拘束によるせん断耐力の増加割合とせん断スパン比の関

係を図 7に示す。図 7より，せん断スパン比が 0.25～0.75 の範囲では，20%程度のせん断耐力の増加が期待で

きることがわかった。また，実験データが少ないが，せん断スパン比が小さくなるのにしたがって，支点拘束

によるせん断耐力の増加割合が大きくなる可能性があることがわかった。 

５．まとめ 

せん断スパン比が 0.25～0.75 程度のディープビームにおいては，支点拘束の影響により，せん断耐力が 20%

程度，増加することがわかった。また，せん断スパン比が小さい部材ほど，せん断耐力の増加が期待できる可

能性があることがわかった。 
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(b) a / d = 0.5 (c) a / d = 0.75 (a) a / d = 0.25 

図 4 せん断力－変位関係 図 6 せん断耐力－せん断スパン比 図 7 支点拘束の影響 

図 5 破壊時のひび割れ性状 
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